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「今後の日本の道行きは厳しい」という風潮があっても、自
分たちの国を、自分たちが住みやすいように、
自分たちで守っていかなければならないとい
うプラスの雰囲気があることを感じている。（⑤米良） 

この10 年くらい非営利組織の議論として、参加した方
が公共的な役割などを実感し、１人の市民や
有権者として成長していく場という「市民性」に
ついてはあまりなかった。課題解決は一生懸命だが、参加

の受け皿が弱い。活動に関わった人がどんな成
長を果たしたかが大事。（⑦田中） 

見返りを要求しない、何か役に立ちたいとかいう自
己実現したいという気持ちは、地域のおじさん、
おばさん皆にあるもの。それを社会課題の解決につ
なげていければ、もっと民による公とか、行政と組む課題解
決につながっていくのではないか。（⑦大臣） 

社会課題解決に向けた取組の数々 
（出典：第７回懇談会 事務局資料）  




